
2025年度第２回薄片室講習会
5/19 18:00~

１．薄片室の現状

２．薄片室の使用上のルール

３．安全講習

対象者：B3、B4、院生

※出欠確認のため，名前（フルネーム）を紙に記入お願いします。

※本スライドは日本人向けの講習会になります。留学生向けの講習会はこの後に行
います。

※This workshop will be for Japanese students. The workshop for international 
students will be held after this workshop.



薄片室の現状

・薄片室掃除は使用者によって行われている

・使用可能時間 平日8:00~20:00

・使用できる教室 薄片室，精密研磨室



薄片室



精密研磨室
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０．今年度の薄片室係の紹介



今年度の薄片室係の紹介
講習会係
・岡田花 おかだはな ・髙見柊二 たかみしゅうじ

掃除係
・西澤ひなた にしざわひなた ・佐野晴 さのせい

道具係
・岡田花（講習会係と兼任）

何か薄片室で困ったこ
とがあったら相談して
ね！きっとみんなを助
けてくれるよ！

院生会長
廣田結作



１．薄片室の使用ルール



薄片室の使用ルール
・平日 8：00～20：00 土日祝 利用不可
・薄片室・精密研磨室利用の際は入退出時に薄片室使用簿（薄片室ドア）に記入
・使用後は、使用前と同様の状態にして退出
・防音のため、入退室は精密研磨室のドアから



薄片室の使用ルール
備品・消耗品 :
・足りなくなった備品は精密研磨室の棚、引
き出しから各自で補充、棚の横のノートに記
入（研磨剤の補充はこまめに）。
・スライドグラスやキムワイプは何個目か数
字を箱に記入。
・棚の予備が無くなりそうな備品、別途購入
希望の備品は薄片室係または植田先生に相談。

学生のみで補充して良いもの
・スライドグラス
・エタノール・アセトン
・キムワイプ
・研磨剤（バケツ）

植田先生立会いのもと
補充するもの

・バルサム
・研磨剤（大袋）



薄片室の使用ルール
故障・破損時の対応 :
・故障・破損が生じた場合は指定されたものに連絡し、即座に対象機器の使用を禁止
する。対象機器には使用禁止の張り紙をする。

怪我（人身事故）時の対応 :

・重症の場合は止血などの応急措置をするとともに救急車（119）を呼び、医療機関
で処置を受ける。その後、教員及び所属の学務係に連絡する。
・指先を軽く切った程度の場合、薄片室設置の救急箱で対応する。

故障・破損 薄片室担当教員

薄片室係

植田先生

Email : ueta.geo.sc@niigata-u.ac.jp

西澤ひなた

Email : f25e059d@mail.cc.niigata-u.ac.jp



薄片室の使用ルール
機器使用前の確認 :

・すべての機器について、使用前に異常がないか確認する。
・異常（破損・異音など）を発見した場合は薄片室担当教員（植田先生）に連絡する。
・機器に異常があった場合は使用せずに使用禁止の張り紙をする。



２．薄片室の機器・道具の使用ルール



薄片室の機器・道具の使用ルール
1次カッター :

・必ず粘土を使用してぐらつきをなくしてから切断する。
・レンガはスペーサーとして使わない。
・月に一度、軸受け部に消耗させないためのグリスを注入する。

1次カッター 清掃 :

・使用後、カッター内の岩石片を流水で洗い流す。
・刃を回転させて水気を飛ばす。
・試料台は雑巾で拭き、水気を完全に取り除く。
・ガイドレールに潤滑剤（クレ5-56）を吹き付ける。
・カッター横の机をきれいに片づけて拭く。

掃除用ホース



薄片室の機器・道具の使用ルール
JAMカッター :

・後ろの水道のホースを取り付け、刃に冷却水を当てる。
・脇に置いてある試料台を台車にはめる。
・粘土を使ってサンプルを完全に固定する。
・メインスイッチをONにして，フットスイッチを踏むと
作動する。
・切断中に石が傾くと，刃がロックし止まるので，そう
なったらフットスイッチで即座に電源を落とす。
・電源を落としてから静かに石を引き抜き、刃が曲がっ
たり欠けたりしていないか確認する。
・窓を開けたまま使用しない（騒音防止）。



薄片室の機器・道具の使用ルール
JAMカッター 清掃 :

・刃横のコックを閉じて水を止める。
・水を使った清掃の前に電源OFFにしてフットス
イッチを床より高いところに上げる（感電防止）。
・散水用ホースで岩屑を洗い流す（ホースは使用
後必ず外す）。
・コンプレッサーでステージ上の水気をなくす。
・壁や床に飛び散った汚れをふき取る。
・机の上の岩屑を捨て、雑巾で拭く。
・大きな岩屑を手で取り除いた後、排水口から泥
や岩屑を下の土砂トラップ（バケツ）に落とす。
・使用後、台座のレールの上の岩屑を雑巾で拭き
とった後マシンオイルを塗り、台車を往復させて
油を行きわたらせる。

主電源

フットスイッチ



薄片室の機器・道具の使用ルール
JAMカッター 変更点 :

・JAMカッターの刃が変更され、水を使わずに岩石を切れ
るようになりました（刃がギザギザになっている） 。

※水を使わずに切ると粉塵が舞うため、使用する際は必ず
植田先生から指示を受けてください。



薄片室の機器・道具の使用ルール
2次カッター :

・中に刃に少し触れるくらいの水を入れる。
・蓋をおろし、2次カッター脇にあるねじで軽く固定
して使用する。手前が短いねじ、奥が長いねじ。

2次カッター 清掃 :

・散水ホースや噴霧器等で泥や岩屑を洗い落とす。
・刃を回転させたのち、雑巾で水気を除く。
・スライドレールに潤滑油（クレ5-56）をかける。
・ねじを元の場所に戻す。
・必ず蓋をあげ、蓋の裏側も拭く。
・中の水をホースとバケツを使って排水する。
・中も噴霧器等で泥や岩屑を洗い落とす。

短い（手前）

長い（奥）



薄片室の機器・道具の使用ルール
2次カッター :

・中に刃に少し触れるくらいの水を入れる。
・蓋をおろし、2次カッター脇にあるねじで軽く固定
して使用する。手前が短いねじ、奥が長いねじ。

2次カッター 清掃 :

・散水ホースや噴霧器等で泥や岩屑を洗い落とす。
・刃を回転させたのち、雑巾で水気を除く。
・スライドレールにクレ5-56をかける。
・ねじを元の場所に戻す。
・必ず蓋をあげ、蓋の裏側も拭く。
・中の水をホースとバケツを使って排水する。
・中も噴霧器等で泥や岩屑を洗い落とす。



薄片室の機器・道具の使用ルール
研磨盤（グラインダー） :
・研磨盤（グラインダー）で使用する研磨剤の粒度は、定
められた粒度より細かい(数字が大きい)ものであれば使用
してかまわない（例：120の研磨盤で600の粉を使用）。
・黒や緑のカーボランダムは，水に溶いた状態で使用。
・研磨剤が足りなくなったら足元のバケツから補充する。

研磨盤（グラインダー） 清掃 :

・使用後は、雑巾で壁やテーブルの水気をふき取る。
・使用後のグラインダーは水で汚れを洗い流し、回転させ
るかエアダスターで水気を飛ばす。
・水受けに水が溜まっていたら流し台に上澄みを捨てる。
・使用したバケツや流し台のシンクの底にたまった研磨剤
を洗い流す。

120/220

600



薄片室の機器・道具の使用ルール
研磨盤（グラインダー） :
・研磨盤（グラインダー）で使用する研磨粉の粒度は、定
められた粒度より細かい(数字が大きい)ものであれば使用
してかまわない（例：120の研磨盤で600の粉を使用）。
・黒や緑のカーボランダムは，水に溶いた状態で使用。
・研磨粉が足りなくなったら足元のバケツから補充する。

研磨盤（グラインダー） 清掃 :

・使用後は、雑巾で壁やテーブルの水気をふき取る。
・使用後のグラインダーは水で汚れを洗い流し、回転させ
るかエアダスターで水気を飛ばす。
・水受けに水が溜まっていたら流し台に上澄みを捨てる。
・使用したバケツや流し台のシンクの底にたまった研磨剤
を洗い流す。



薄片室の機器・道具の使用ルール
エアコンプレッサー :

・チップの乾燥や機器の清掃など幅広く使用可。
・エアダスターを使う際は勢いが強いのでチップや
スライドグラスを飛ばさないように注意。

・噴霧器を使用する際は流しのペットボトルに水を
補充する。



薄片室の機器・道具の使用ルール
ホットプレート :
・作業時にチップを持ち込み、終了後は持ち帰るこ
とを基本とする。
・学年、名前と置いた時刻を記入したアルミホイル
上で乾燥と接着を行う（『4/30 B4 木村 』のように
記入）。
・トレーではなく適切な大きさのアルミホイルにサ
ンプルを置く。場所を占領することがないようにす
る。
・サンプルを長時間放置しない。前日の日付の放置
薄片・チップは各個人でアルミホイルごと放置チッ
プ置き場に移動してよい。
・サンプルが置かれていない、または放置サンプル
しかない場合電源は切る。



薄片室の機器・道具の使用ルール
ホットプレート 変更点 :

常時120℃用と低温用にわかれました。

常時120℃用
これまで通りの使用方法（乾燥・固化）

低温用
・高温を嫌う試料の乾燥
・目的に応じて温度の設定は変更可

どちらもサンプルがない場合は電源を切る。



薄片室の機器・道具の使用ルール
恒温器（オーブン） :

・乾燥・固化に使う。
・長時間放置しない（試料に寄るが、基本的に長時間入れておく必要がない）。
・恒温器に入れるサンプルが少ない場合は小さいステンレスのトレー（教室で購入予
定）を使用するように。
・使用していない時は電源を切る。
・入れるスペースがないときは精密研磨室の窓側の恒温器も使用可。廊下側の恒温器
は使用不可。

← 薄片室

精密研磨室 →



薄片室の機器・道具の使用ルール

5~10分後

ペトロポキシ :

・共用のペトロポキシは専用の保存容器に1つのみ作成。
・共用のペトロから個人用・研究室用のペトロを作成
するのは禁止
・各研究室で購入したペトロは各研究室で保存。

・吸湿しきったシリカゲル(赤色)は120度にセットした
恒温器で紺色になるまで焼く（恒温器に長時間放置し
ない）。
・ペトロにシリカゲルが入らないように容器を傾けた
りしない。

・作り方はペトロポキシ(透明)は１0(主剤)：1(硬化剤)で
混合（必ず植田先生または作り方を知っている上級生
に教わる）。



薄片室の機器・道具の使用ルール
ペトロポキシ :

・共用のペトロポキシは専用の保存容器に1つのみ作成。
・共用のペトロから個人用・研究室用のペトロを作成
するのは禁止
・各研究室で購入したペトロは各研究室で保存。

・吸湿しきったシリカゲル（赤色）は120度にセットし
た恒温器で紺色になるまで焼く（恒温器に長時間放置
しない）。
・ペトロにシリカゲルが入らないように容器を傾けた
りしない。

・作り方はペトロポキシ（透明）は１0(主剤)：1（硬化
剤）で混合（必ず植田先生または作り方を知っている
上級生に教わる）。

主剤（１０） 硬化剤（１）



薄片室の機器・道具の使用ルール
ペトロポキシ 変更点 :
・ペトロポキシを保存しておく冷凍庫が新しくなり、
場所も変わりました。薄片室のホワイトボードそばの
机の下にあります。



薄片室の機器・道具の使用ルール
雑巾 :

・グラインダー・床用と机用に分かれています。
・使用後は左がグラインダー・床用、右が机用で片付けてください。
・机用には「desk」と書いてあります（書く予定）。

グラインダー・床用 机用



薄片室の機器・道具の使用ルール
小型洗濯機 :

・学生も使用可。
・基本的に雑巾の洗濯に用いる（月末掃除）。
・水と洗剤を入れて使用する。
・使用後は水を捨てて洗う。



薄片室の機器・道具の使用ルール
顕微鏡 :
・顕微鏡のステージを顕微鏡にかかっている綺麗な
雑巾で拭いて、研磨材を除く。
・使用していないときは電源を切る。



薄片室の機器・道具の使用ルール
ホットプレート：
・ヒーターの電源を落した後も温度コントローラー
の電源をつけたままにし、表面の温度がわかるよう
にする（やけど防止）。
・ホットプレートの表面がバルサムで汚れた場合は、
アルミホイルを交換する。

はんだごて：
・はんだごてに付いたバルサムは紙に擦り付けるよ
うにしてふき取る。
・使い終わったら必ずプラグを抜く。

ホットプレート

はんだごて



薄片室の機器・道具の使用ルール
エタノール：
・エタノールの中で薄片に付いたバルサムをこすら
ない（エタノールが汚れるため）。
・使い終わったら必ず片付ける（蒸発防止）。

ホットプレート周辺の清掃：
・ごみは燃えるゴミとプラスチックごみで分別する。
・作業終了後は机を拭く。

プラスチックごみ
可燃ごみ

エタノール
バルサム



薄片室の機器・道具の使用ルール
薬品 変更点 :
・カバーガラスをかけるときに使用するエタノールが常温保
存になりました。バルサム等と同じ引き出しに保管してくだ
さい。

・ルブリカントの容器は洗浄瓶から霧吹きに変更します。

・洗浄瓶が無駄に多かったので、数を減らしました（予定）。



薄片室の機器・道具の使用ルール
鏡面研磨、ディスコプラン、精密切断（精密研磨室） :

・初めて使う場合は、使い方を教わってから使用してください。
・ハンマーを使ってサンプルを粉砕する場合は、粉砕室で行ってください。



３．薄片室掃除について



薄片室掃除について
・その週・月に使用した人が掃除する  （精密研磨室のみの使用でも） 

・毎週金曜18時～（時間が決まっているため予定はなるべく入れないように）
・やむを得ず参加できない場合は、事前に掃除の上、ホワイトボードに記入

※祝日や会社説明会等で日程が変更になる場合があります。必ずメールを確認し
てください。

週末・月末共に行う掃除
①ホットプレートの掃除
②コンプレッサーの水抜き
③岩くず捨て
④床の清掃
⑤ごみ捨て
⑥消耗品の点検・補充
⑦グラインダーの水捨て

月末のみ行う掃除
⑧グラインダー内部の清掃
⑨土砂トラップの堆砂量の確認
⑩雑巾洗濯



毎週金曜の掃除内容（対象：その週に使用した人）
①ホットプレートの掃除 :

・放置チップを撤去（置いていいのは一晩まで）
・ホットプレート内の岩屑を除去
・固まったペトロはへらでそぎ落とし，凹凸を無くし，ぬれ布巾で拭く．

②コンプレッサーの水抜き
・スイッチを切る（赤ボタンを押し下げる）。
・タンク下にアルミトレーを置き，ドレインバルブを
ひねって開け，空気と水を排出する
・水が抜けるとタンク下の床に水たまりができること
があるので，その場合は雑巾でふく
・空気の排出される音が止み，空気圧を示す圧力計が
0になったら，バルブを閉めてスイッチを入れる（赤ボ
タンを引き上げる）．



月末の掃除内容（対象：その月に使用した人）
⑧グラインダー内部の清掃
・研磨盤の清掃方法に記載された【月一でやること】に従って清掃を行ってください。
・泥をスコップで取り除く。
・盤の周囲に巻いたウレタンマットを外して洗う。
・盤の下にたまった泥と②で取り除いた泥を石捨て場に捨てに行き洗浄する。

⑨土砂トラップの堆砂量の確認・清掃
流し台の下，JAMカッターの下，および下刃式一次カッターの下にある土砂トラップ
（白いバケツ）にたまった泥を確認。泥がバケツの半分以上たまっていた場合、石捨
て場に捨てて，石捨て場の水道でバケツを水洗い。



月末の掃除内容（対象：その月に使用した人）
⑩雑巾の洗濯
・小型洗濯機は学生も使用可。
・流しに掛けてある雑巾を集めて小型洗濯機で洗う。
（洗剤を入れて１回、洗剤を入れずに２回が目安）
・終わったら机用・グラインダー用に分けて流しに
掛けておく。



各自が毎回行う掃除内容
・使用した機器の掃除
・流し台のシンクにたまった研磨剤を洗い流す
・机などはしっかり拭く
・使用した雑巾・バケツは洗ってから干す
→次に使用する人のためにもきれいに使用していきましょう！！



４．ごみの分類について



各種ごみの捨て方とその分類

可燃ごみ
・キムワイプや新聞紙
・岩石粉末などの汚れのついた紙
・岩石粉末などの汚れのついた布
・接着剤付着の紙
・潤滑油を拭き取った紙
・テープ類
・ラテックス製手袋
※エタノール・アセトンはすぐに
揮発するので可燃ゴミとして良い。
※極力水分を取り除く。

可燃ごみ
プラスチックごみ



各種ごみの捨て方とその分類

プラスチックごみ
・プラスチック製品全般
・容器類
・ビニール袋
・テフロンシート片
・発泡スチロール
・サニメント手袋
・樹脂の塊
・薬品調合用の注射器

可燃ごみ
プラスチックごみ



各種ごみの捨て方とその分類
不燃ごみ
・樹脂と石が混じったもの
・アルミホイル
・その他金属

ガラスごみ
・スライドガラス
・岩石接着済みスライドガラス

岩くず
・岩石の破片

※ガラスを岩屑入れに捨てると石捨て場に捨てられ
てしまい、怪我が発生するので絶対に捨てないこと。
貼り付け済みガラスも同様。

不燃ごみ ガラスごみ

岩くず



各種ごみの捨て方とその分類

・シリンジは拭いて再利用
→どうしても使えなくなったものはプラごみ．
・試薬の瓶はラベルをはがす→廃液センター



５．その他



・薄片室の備品は皆で使うための物なので、持ち出しやキープは禁止（金属トレー）
→理由があって持ち出す必要がある場合は運営係や教員に相談する
・必要な備品や共通性の高い備品は予算で購入できる可能性があるので相談してみる

・偏光顕微鏡：￥500,000以上．
・カナダバルサム：生産終了
・ペトロポキシ(70,000円以上/1瓶)

・常温硬化樹脂：約￥20,000/１缶
・スライドグラス：￥2,000/100枚(￥20/枚)

・カバーグラス24×32mm：￥2,800/200枚
(￥14/枚．意外と高級)

・カーボランダム：￥20,000/20kg

・刃：¥3～5万~

・大型機器：各種百万円以上

薄片室の備品について



・機械や道具が発する音の変化に気づかないと，事故につながる異常の発見が遅れるの
で音楽を聴きながら作業することはよくない！
→薄片作成に慣れてくるとイヤホンを使用しながら作業したくなるが、事故につながる
ので禁止

・騒音による聴覚保護の観点から、一次カッターなどの使用時に耳栓を使用することは
可能

イヤホン等の使用について



その他のその他
・細かな悩みや、技術的な相談事はホワイトボードに
書いておくと小人さんが解決の道筋を教えてくれる
(こともある)。
・分からないことがあればそのままにせず、
薄片室係や、上級生、植田さんにきくこと
・薄片室係は院生室（標院、庫院）に基本いるので、
いつでも来てね

標院 庫院

薄片室



最後に
今年度の薄片室講習会は春のみの予定です。

今回、参加された方々は来年度の講習会まで薄片室を利用することができます。

秋にB3向けに自由参加の薄片室説明会を開催する予定です。
こちらは時期が近づいたらお知らせします。

薄片室は実験室であり、設置してある機器は皆が研究に必要とする大事なもの。
また、私達のために働いてくれる道具や機器に感謝を怠らないよう、使用後の清掃

を徹底し、雑な使い方はしないようにしましょう。

薄片室に関する質問等ありましたら、薄片係もしくは植田先生まで。


